
◆
土
づ
く
り
の
目
的

　
「
土
づ
く
り
」
と
は
何
の
た
め

に
行
う
の
か
、
そ
の
目
的
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

・
病
害
を
出
さ
な
い

・
高
品
質
が
期
待
で
き
る

・
多
収
穫
が
期
待
で
き
る

・
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る

・
作
物
本
来
の
う
ま
み
、
食
感
が

楽
し
め
る

・
栄
養
価
や
日
持
ち
が
良
く
な
る

　

こ
の
よ
う
な
土
づ
く
り
の
目
的

を
実
現
し
て
く
れ
る
土
壌
は
、
物

理
性
・
生
物
性
・
化
学
性
の
バ
ラ

ン
ス
が
健
全
な
土
と
言
え
ま
す
。

【営農指導
】

　
３
月
に
入
り
雪
融
け
も
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
現
時
点
で
は
雪
融
け
が
早
い
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
雪
が
融
け
て
土
が
見
え
始
め
れ
ば
、
い
よ
い
よ
土
耕
民
族
の
血
が
騒
ぎ
出
す
頃
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
生
産
部
会
に
加
入
し
生
産
・
販
売
し
て
収
益
を
上
げ
て
い
る
方
や
家
庭
菜
園
で
野
菜
を
作
っ
て
去
年
よ
り
も
良
い
野
菜
を
収
穫
し
た
い
と
考

え
て
い
る
方
、
ま
た
今
年
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
ミ
ニ
菜
園
か
ら
野
菜
作
り
を
始
め
よ
う
か
な
ぁ
と
考
え
て
い
る
方
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
産
者
を
応
援
す
る
た
め
、
今
回
の
営
農
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
は
通
常
の
倍
の
ペ
ー
ジ
を
使
い
、
野
菜
作
り
の
基
本
で
あ
る
「
土
づ
く
り
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。「
土
づ
く
り
」
の
目
的
や
良
い
土
の
条
件
で
形
成
さ
れ
る
団
粒
構
造
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ス
ト
で
説
明
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。こ

の
３
要
素
の
い
ず
れ
か
に
問
題

が
あ
れ
ば
生
育
停
滞
や
病
虫
害
の

発
生
が
出
や
す
く
な
り
、
高
品
質

や
多
収
穫
も
望
め
ま
せ
ん
の
で
、

バ
ラ
ン
ス
良
く
高
め
て
い
く
こ
と

が
「
土
づ
く
り
」
と
言
え
ま
す
。

◆
良
い
土
の
条
件

　
１
、
保
水
性
、排
水
性（
物
理
性
）

　

水
分
や
養
分
、
酸
素
を
必
要
に

応
じ
て
作
物
に
供
給
で
き
る
こ
と

が
大
事
で
、
水
が
溜
ま
り
や
す
く

根
が
呼
吸
出
来
な
い
と
、
水
分
や

養
分
の
吸
収
が
上
手
く
い
か
ず
生

育
が
阻
害
さ
れ
ま
す
。

畑で育つ野菜は
おいしい！
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２
、
通
気
性
（
物
理
性
）

　

根
が
健
全
に
生
育
す
る
た
め
に

は
酸
素
（
空
気
）
が
必
要
で
す
。

水
や
り
を
す
る
と
水
は
下
の
方
に

移
動
し
、
重
力
に
よ
っ
て
空
気
が

入
っ
て
根
に
供
給
さ
れ
ま
す
。

　

通
気
性
の
良
い
土
で
は
根
が
活

発
に
伸
び
、
水
は
け
の
悪
い
土
で

は
通
気
性
が
悪
く
、
根
張
り
が
悪

く
な
り
生
育
も
停
滞
し
ま
す
。

３
、
保
肥
力
、適
正
酸
度（
Ｐ
Ｈ
）、

塩
基（
養
分
）バ
ラ
ン
ス（
化
学
性
）

　

保
肥
力
と
は
養
分
を
蓄
え
て
お

く
力
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
・
塩
基
置
換
容

量
）
の
こ
と
で
、
粘
土
質
の
割
合

が
高
い
ほ
ど
保
肥
力
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
物
に
と
っ
て
適
し
た
酸
度
を

保
た
な
い
と
特
定
の
養
分
を
吸
収

し
に
く
く
な
り
、
生
育
が
悪
く
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
塩
基
の
バ
ラ
ン
ス
も
整

え
な
い
と
特
定
の
養
分
が
土
に
固

定
さ
れ
、
作
物
に
吸
収
さ
れ
な
く

土づくりは野菜づくりの基本です。健全な
【指導員】　園芸果樹課（専任指導）　佐藤　譲

な
り
ま
す
の
で
、
石
灰
５
：
苦
土

２
：
加
里
１
の
比
率
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

４
、
良
質
有
機
物
と
腐
植
（
物
理

性
・
生
物
性
・
化
学
性
）

　

落
葉
や
粗
大
有
機
物
が
含
ま
れ

て
い
る
土
は
、
養
分
や
水
分
を
蓄

え
て
微
生
物
の
活
動
を
盛
ん
に

し
、
作
物
に
と
っ
て
有
益
な
作
用

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

腐
植
は
地
力
と
な
り
団
粒
化
に

役
立
ち
、
保
水
性
・
排
水
性
・
保

肥
性
・
通
気
性
の
あ
る
土
に
な
り

や
す
く
し
ま
す
。

５
、
土
壌
生
物
（
生
物
性
）

　

落
葉
や
粗
大
有
機
物
に
は
土
壌

生
物
（
小
動
物
、
微
生
物
、
細

菌
、
カ
ビ
な
ど
）
が
棲
息
し
、
こ

れ
ら
の
活
動
は
団
粒
構
造
が
進

み
、
物
理
性
を
高
め
、
有
害
病
原

菌
な
ど
の
影
響
を
軽
減
し
ま
す
。

　
物
理
性
・
生
物
性
・
化
学
性
の
３
要
素
の
バ
ラ
ン
ス
を
良
く
す
る

こ
と
で
、
畑
の
土
が
団
粒
構
造
に
な
れ
ば
、
お
い
し
い
野
菜
は
目

前
で
す
。
皆
さ
ん
も
良
い
土
で
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆　
◇　
◆

（出典　タキイ種苗株式会社タキイネット通販ホームページ）
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